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　“全身脚本家”驚愕の真実！
　『羅生門』、『七人の侍』、『私は貝になりたい』、
『白い巨塔』、『日本のいちばん長い日』、『日本沈
没』、『砂の器』、『八甲田山』、『八つ墓村』、『幻の
湖』など、歴史的傑作、怪作のシナリオを生み出
した、日本を代表する脚本家・橋本忍の決定版評
伝。
　著者が生前に行った十数時間にわたるインタ
ビューと、関係者への取材、創作ノートをはじめ
遺族から譲り受けた膨大な資料をもとに、その
破天荒な映画人の「真実」に迫る。

（出版社紹介より記載）
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室
日
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ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
マ
ン
と

　
　
　
　
　
　
覚
醒
す
る
女
た
ち
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警
官
の
酒
場
」

「
や
っ
と
わ
か
っ
た
！

　
　
　『
年
金
+
給
与
』の
賢
い
も
ら
い
方
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ま
っ
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ぐ
縫
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で
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お
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だ
っ
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き
を
つ
け
て
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「
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ
　
１
」

「
う
た
う
」

「
風
に
立
つ
」

「
言
葉
ひ
と
つ
で
子
ど
も
が
変
わ
る
」

「
笠
原
将
弘
の
毎
朝
父
さ
ん
弁
当
」

「
と
ん
で
も
な
い
お
菓
子
作
り
」

「
も
う
じ
き
た
べ
ら
れ
る
ぼ
く
」

「
あ
き
ら
が
あ
け
て
あ
げ
る
か
ら
」
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春
は
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
人
が
多
い
季
節
で
す
。
食
事
作
り
に
不
安
を
覚
え
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

二
人
分
以
下
の
量
で
あ
れ
ば
、
レ
ン
ジ
料
理
レ
シ
ピ
は
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
S
N
S
で
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。 新

生
活
は
レ
ン
ジ
で
手
軽
に
調
理

環
境
に
も
お
財
布
に
も
や
さ
し
い
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！

ガ
ス
や
電
気
・
水
を
節
約
し
な
が
ら
、
旬
の
野
菜
を
美
味
し
く
手
軽
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

1
目
が
離
せ
る
、
そ
の
間
に
他
の
こ
と
が
で
き
る

2
効
率
よ
く
加
熱
す
る
の
で
、
調
理
時
間
が
短
く
て

す
む

3
耐
熱
容
器
一
つ
で
調
理
で
き
る
か
ら
手
軽
・
簡
単

4
洗
い
物
が
少
な
く
な
り
後
片
付
け
が
簡
単

5
火
を
使
わ
な
い
の
で
暑
く
な
ら
な
い
・
快
適
・
安
全

6
食
材
の
水
分
で
調
理
す
る
か
ら
、
調
味
料
は
い
つ
も

の
2
/
3

7
油
は
風
味
づ
け
程
度
で
十
分
。
ヘ
ル
シ
ー
に
調
理
で

き
る

8
掃
除
が
ラ
ク
に
な
る

■
電
子
レ
ン
ジ
調
理
に
は
こ
ん
な
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

今
月
の
表
紙

　
４
月
７
日
（
日
）Ｊ
Ｒ

出
雲
横
田
駅
で
あ
め
つ

ち
運
行
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
が
あ
め
つ
ち
を
出
迎

え
ま
し
た
。

（
家
本
啓
佑
さ
ん
提
供
）


